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東病棟カンファレンス記録
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＜連絡事項＞

・病棟内で看護基準手順作成をメールで各ｽﾀｯﾌへ担当依頼しています。提出は、2月10日を目途に病棟の中での完成予定とします。提出は、東病棟のフォルダの「21年度基準手順東病棟担当分」に保存。管理者で確認の上、その後の作業依頼あれば、返信します。不明な点があれば、東ＳＧＭへ声をかけて下さい。
・措置入院の受け入れ依頼があります。ナカムラ様　29歳　八戸市在住です。八戸警察署の拘留期限が20日となっている為、その期日までに措置鑑定を行い、要措置となれば20日（水）に入院予定となります。各自周知お願いします。

・今朝青春・朱夏より連絡がありました。内容としては、南病棟からのトイレ詰まりの連絡を受けて、伝票確認でトイレ詰まり自体の作業はするが、トイレの汚れなどについても、きれいにしていって欲しいと注文をするスタッフがいるとのことでした。トイレの汚れなどについては、環境整備であり、病棟スタッフの仕事の範疇であると思うので、その辺りの指導を現場でしてほしいと言われました。以前にも似たようなケースがあり、注意を受けていることです。現場スタッフの認識不足が疑われますので、自分がしなければならない業務・ケアについて、意識を改めて取り組むようにして下さい。

・青森県精神保健福祉センター（成田氏）より電話連絡がありました。先日、当院入院患者様の　新堂　寿子様が同センターへ退院請求を郵送にて行ったとのことでした。入院時の状況および現在の状況について確認をしたいとのことで本人が訴えている現在の希望（退院して2月から東京で働く等）や入院に至った経緯・現在の症状・主治医の治療方針などについて説明しています。また、昨日成田氏より本人に電話連絡を行ったとのことですが、本人の訴えの中で、「私は何も悪いことをしていないし、誰も殴っていません」等と訴えがあったことを話していました。職員もこの様な意見は把握していましたが、成田氏から、「退院希望とだけではなく、措置解除の希望もあるわけですね」と話があったことから、今後措置入院の行政不服審査の申立てへ切り替わることも予想されます。精神保健福祉センターで今後について検討して、再度電話連絡して頂けるとのことでしたので、今後動きがあり次第、病院長・関係者に報告と相談

させて頂きます。

＜安ヶ平Ｄｒ担当患者様連絡事項＞

・和田　昌様～　尿漏れの訴えあり。採血の結果血中濃度安定している為、次回の定期薬よりリチウム・テグレトール（200）2Ｔ→（100）2Ｔに減量となります。精神症状の観察をしていきましょう。
・西澤　久様～　不穏・徘徊などの精神症状が、落ち着いている事からセロクエル　2Ｔが次回定期薬（退院時処方含む）より中止となります。精神症状の観察をしていきましょう。
＜新入院・隔離室・拘束患者様ケース＞

・神田　直樹様～　入院時、支離滅裂な言動・不穏が著明で措置鑑定の末、措置入院となっています。6日（水）から午前・午後2時間ずつの開放観察を実施していますが、開放観察中は概ね落ち着いて過ごしているが、入室中は奇異行動が稀にある。開放観察中に記した本人のメモには「澤口さんに刺激される」と書いている。澤口さんの精神症状によって、自分の症状も左右される事は認識している。自分の病感・病識はない様子である。本人の精神症状は概ね落ち着き、夜間の睡眠も確保されている。主治医へ処遇変更について上申すると、看護判断に委ねるとの事なので、カンファレンス内で話し合い午後5時～午前8時までの時間の時間隔離に変更してはどうかとの意見でまとまっています。主治医へは、明日報告予定です。
・中村　るみ子様～　臥床がちで経過。時折「お母さんに会いたい」と泣き叫ぶ事ありますが、ドア蹴りなどの粗暴行為はありません。「バカと聴こえる」などの幻聴に似た訴えも聞かれています。しかし最終的には自分の欲求を話している。薬剤調整・睡眠状態を観察していきましょう。
・畑中　成夫様～　粗暴行為・神に関する発言はなく、概ね落ち着いている。ここ数週間は日中の不穏行動なく経過している為、担当スタッフから拘束解除も検討しています。以前にもあったような衝動行為（非常口のドアを破る）が考えられる為拘束解除する場合は、格子側の個室で対応する事で一致しています。日中状態が落ち着いている場合は、下肢の拘束を外して観察していきましょう。介入時はスタッフの安全面を考慮して関わりましょう。
・本日13：30～　夜間想定の避難訓練を実施しています。

